
太宰府市役所　代表電話（921）2121　FAX（921）1601 広報だざいふ 2019.2.1（平成 31 年）  28

国際交流・韓国

　皆さん明けましておめでとうございます！「新年のあいさつが一カ月

遅いのでは？」と思うかもしれませんが、韓国では1月1日以外に「旧正月」

があり、韓国人にとっては旧正月が来るとやっ

と新年を迎えたと実感する人が多いです。

　さて、韓国では六十甲子（十干十二支）を使っ

て年の名前を言うことがあります。本年は「己

亥年」といい、豚年になります。「イノシシじゃ

ないの？」と驚かれるかと思いますが、皆さん

のように私もイノシシ年があるということを知っ

てびっくりした覚えがあります。韓国にも十二

支はありますが、最後にある「亥」のみが日本

と異なり、動物でいうと豚にあたるのです。

　豚は昔から祭事を行う際にお供え物として使われ、神と通じるという

神通力があるといわれていた動物で、祭儀・犠牲・吉祥といったものを

象徴します。また、そのふくよかな見た目から福や財産のイメージも持っ

ている動物です。そのことから韓国では、豚年生まれの人は「お金や食

べ物に困らず、十二支の中で最も財物運がある人」が多いと言われます。

また性格面では「おとなしくて現実的で粘り強いが、瞬発力には欠けて

いる 」というイメージがあります。

　韓国語で新年のあいさつは「새
セ ヘ

해 복
ボク

 많
マ ー ニ

이 받
バ ド ゥ セ ヨ

으세요！」と言います。直

訳すると「新年には福をたくさんもらってください」という意味になります。

豚年にぴったりのあいさつではないでしょうか^^
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